
 

 

 

 

 

 

 日時：平成 2９年 10 月 5 日（木）10:00～ 

目的：・地震や火災に対して、安全に素早く 

避難できる力と態度を身につけさせる。 

 内容：①緊急地震速報（震度６弱設定）が鳴る 

    ②放送に従って避難を開始する 

    ③運動場南側で集合・点呼・報告 

    ④校長先生、生活部からのお話  

    ⑤教室で事後指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の避難訓練をうけて、お家で地震や防災について話し合ったこと、決めたことなどがありま

したら、是非お聞かせください。よろしくお願いします。 
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南海トラフ地震について 

 南海トラフ地震は、これまで、100 年から

150 年間隔で起こってきました。その南海ト

ラフ地震が今後 30 年以内に起こる確率は

70％とされています。想定される地震の規模

は、最大震度７(奈良県は震度６強)、最大津波

高３４ｍとなっています。奈良県の被害想定

は、死者 1700 人、建物の全壊 47000 棟。

南海トラフ地震のような巨大地震では、長周期

地震動が発生し、長い時間地震による揺れが続

くと考えられています。今回の避難訓練では、

それを想定し、２分間机の下で身を守るよう訓

練しました。来たるべき時にそなえて、災害や

防災に対する知識・意識を向上し、的確な行動

がとれるよう、日頃から考えていくことが非常

に重要です。 

第１回の避難訓練後には、 

・地震が起こったときにお家でとる

行動について 

・地震後の避難場所について 

・日頃からの備蓄品について 

などを話し合ったというコメントを

いただきました！ 

訓練後の生活部からの話では、J

アラートが鳴ったとき、どういう

行動をとるかについて話しまし

た。状況に応じて身を守る行動が

とれるようにしていきたいです。 

今回の訓練は、子ども達に児童に訓練があることを知

らせずに行いました。 

緊急地震速報が鳴ると、机の下にもぐり、身を守る行

動がとれていました。 


